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一 般 目 標 
・めまぐるしく変動する国際社会の現況と課題を日本とも関係の深い中国史という観点から学ぶ。 

・国際社会というものを、中国だけでなく、日本やさらには九州（宮崎）に視点をおいて考察する。 

到 達 目 標 

(1)講義で学んだことを簡潔にまとめられる。 

(2)講義の中から自分なりのテーマを見つけて発表できる。 

(3)国際社会の大きな流れを自分なりにまとめて、発表したり、レポートにまとめることができる。 

(4)自分が考えた課題とその解決策を人に伝えることができる。 

授 業 の 概 要 

この授業では、日本とつながりの深い中国に着目することで、国際社会というものを身近に感じ

ながら学べるようにする。これまで学んできた日本と中国の関係を再検討し、その時代の中国が世

界とどのような関係にあったのかを見直すことで、国際社会を考える。現代社会においても中国は

世界に多大な影響を与える存在であることから、中国を知ることは世界を知ることにつながる。中

華人民共和国における国内の少数民族政策や台湾政策、さらには「一帯一路」構想までを取り上げ

て、国際社会の変化について中国から見直すことを目指す。 

ディプロマ・ポ

リシーとの関係 

本講義は、教育学部のディプロマ・ポリシーに掲げる｢１.社会・教育等に関連する国内外の様々な

問題について、現状・課題を認識し、その解決策を考察できる能力を身につけている。｣｢４.教育に

関連する事柄について、継続的・主体的に学ぶ学習能力を身につけている。｣を育成する科目とし

て配置している。 

授 業 計 画 

第１回：ガイダンス（授業の進め方、ねらい、成績評価等についての説明） 

導入として、本講義で扱う国際社会論とはどのようなものかについて考える。 

日本の中の外国人についての基本的知識を獲得する。（目標(1)） 

第２回：華僑・華人、チャイナタウンとは？ 

世界的な拡がりをみせる中華世界の中でも、チャイナタウンについて考える。 

チャイナタウンとは何か、どこにあるのか、などの知識を得た後は、チャイナタウンの誕生か

ら現在までの歴史を通して、世界史の流れについて復習し、理解を深める。（目標(1)） 

第３回：日本の中の中国（チャイナタウン）① 

日本の中の中国と言ってもよい「チャイナタウン」から、現在の国際社会を考える。 

日本の三大中華街（横浜・神戸・長崎）＋池袋ニューチャイナタウンについて、自分で調べた

後は発表できるよう、調べ方、まとめ方、発表の技法についても学ぶ。（目標(2)） 

第４回：日本の中のチャイナタウン②と宮崎のチャイナタウンについて 

第３回でまとめたことを発表する。その後は、地域から国際化を考えるために、江戸時代に宮

崎県都城市にあったチャイナタウンについて学ぶ。（目標(1)） 

第５回：中国史からみる国際社会①隋の建国まで 

中国史の中でも、６世紀半ばまでの歴史から、当時の国際社会を考える。 

孔子が活躍した春秋時代、始皇帝による中国統一（秦）、倭の奴の国王に金印を与えた後漢時

代、卑弥呼が使者を送った三国志に登場する魏、さらには五胡十六国・南北朝時代を経て隋がで

きるまでがこの時代にあたる。当時の日本と中国との交流などから、国際社会について学ぶ。（目

標(1)） 

第６回：中国史からみる国際社会②隋・唐 



中国史の中でも、隋・唐の歴史から、当時の国際社会を考える。 

遣隋使・遣唐使という名前からもわかるように、この時代には、日本との交流も一層深まる。 

遣隋使や遣唐使について調べながら、発表までを行う。（目標(1),(2)） 

第７回：中国史からみる国際社会③宋・元 

中国史の中でも、宋・元の歴史から、当時の国際社会を考える。 

元代には中華帝国の版図が拡大していたことから、中東やヨーロッパも対象に含め、この時代

の国際関係を考える。（目標(1)） 

第８回：中国史からみる国際社会④明・清１ 

中国史の中でも、明・清の歴史から当時の国際社会を考える。 

明や清の時代の特徴をとらえるために、各自がテーマを見つけ、発表の準備を行う。（目標(1),

(2)） 

第９回：中国史からみる国際社会⑤明・清２ 

中国史の中でも、明・清の歴史から当時の国際社会を考える。 

各自が明や清の時代の特徴であることについて発表を行う。発表者以外は積極的に質問を行

う。（目標(2)） 

第１０回：中国史からみる国際社会⑥中華民国１ 

中国史の中でも、中華民国の歴史から当時の国際社会を考える。 

中華民国の建国までとその後について、現代史とのつながりを把握する。（目標(1)） 

第１１回：中国史からみる国際社会⑦中華民国２ 

中国史の中でも、中華民国の歴史から当時の国際社会を考える。 

中華人民共和国建国につながる動きや、日本による台湾統治の開始などに着目して、世界史の

流れを把握する。（目標(1)） 

第１２回：中国史からみる国際社会⑧中華人民共和国１ 

中国史の中でも、中華人民共和国の歴史から国際社会を考える。 

中華人民共和国建国後の動きや、その後の国内の少数民族政策について学ぶ。（目標(1)） 

第１３回：中国史からみる国際社会⑨中華人民共和国２ 

21世紀に入ってからの中華人民共和国の動きについての把握を目指す。特に、「一帯一路」構

想は、世界経済をけん引する存在になることを視野にいれた動きである。歴史に登場する陸と海

の「シルクロード」と関連させて考察する。（目標(1)） 

第１４回：中国からみる国際社会⑩中華民国・台湾 

中華人民共和国と中華民国・台湾との関係について学ぶ。中国にとって、さらには世界的にみ

て、台湾とはどのような存在なのかを知ることで、現代の国際社会を知る。（目標(1)） 

第１５回：まとめ 

中国史という視点からみてきた国際社会の大きな流れと、それぞれの時代の特徴について、各

自が自分なりにまとめて発表する。（目標(3),(4)） 

定期試験 

学 生 に 対 す る 

評 価 

定期試験70％、授業中の発表30％で評価する。 

なお、レポート・答案等の提出物へのフィードバックについては、以下の方法等による。 

・コメントを記載して返却する。あるいは、授業時または授業の前後に口頭で行う。 

時 間 外 の 学 習 

に つ い て 

（事前・事後学習として週４時間以上行うこと。） 

・毎回の内容について、事前あるいは事後に講義資料等をわたすので、しっかりと目を通し、不明

な点等をあらかじめ調べたり、復習してまとめたりしておくこと。 

・毎回の授業後に、内容について自分の言葉でまとめ、他者に説明できるようにする。 

テ キ ス ト 特になし（プリント配布） 

参 考 書 ・ 

参 考 資 料 等 
参考書、参考資料等は初回授業で紹介する。 

担当教員からの この授業は、講義を中心とはするが、授業中も質問に答えたり、コメントペーパーを書いたりす



メ ッ セ ー ジ ることがある。また、発表準備のためには授業時間中や課外の時間にテーマについて自分で調べる

ことも必要である。発表中は、他の受講生に質問をしたり、コメントペーパーを書いたりもするの

で、積極的な受講態度が求められる。 

国際社会について知っておくことは、21世紀を生きる皆さんにとってはとても重要なことです。

隣国・中国の歴史を日本と関連させて学びなおすことをきっかけに世界についてもう一度考えてみ

ましょう。 

オフィスアワー 授業の前後の時間（メール等でアポイントを取ること。） 

 


